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1.　被服材料 の粘弾性的性質 ぱ 型崩 れ”，“ 拘束感 ”

等の衣服 の形態保持性や着心地等に関係 する。本研究 は

被服着用時に近い条件 のもとで の被服材料 の粘弾性的 挙

動をとらえるこ とに より被服材料に要求 され る力 学的性

質 の一端 を明 らかにし ようとする。前報 では， 同一 織物

構造で繊維 の種類 が異なる織物 の応力 緩和について 検討

し た。

本報では，織物構造す なわち織物密度 を異に する平 織

物と，糸 の構造 を異 にす る紡績 糸・長繊 維糸か らなる平

織物に伸長変形を与え た時 の応力緩和 に つ い て 検討し

た。

2.　伸長変形 の大 きさお よび測定条件 は前報 と同 様で

ある。 試料は木綿，レ ーヨン， ポリアクリル， ポリエ ス

テル繊維で30番の紡績糸，およびレ ーヨン，ポ リェ ステ



ル繊維については紡績糸 と対応 させ るために見 かけ の太

さを近似し た長繊維 糸をつ くり，これ らの糸 を用い て織

物密度 を６段階に変化 させ た平織物 を製 織して 用い た。

3.　織物構造 の変化 による力 学的性質 の変化 は， わず

かではあるが織物密度が粗 になると緩 和し易 くなる。 ま

た，織物を構成する糸構造 の差異に よる影響も少 なく，

紡績糸織物 の方が わずかに緩和し易い傾向が みられ る。

しかし，これらよ りもむしろ，繊維の種類に よる力学的

性質の差の方が大きい。一方，糸 の力学的性質 が織物 に

比較的忠実に再現 されてい るこ とが認 められ る。
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